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∨軋 プラズマ  
Vll．1 ガンマ10グループ  
玉野輝男、谷津潔、石井色男、北條仁士、斉藤輝雄、長府二、板倉昭慶、山口直洋、  
長山好夫、中嶋洋輔、平田真史、   






がなされた。   
主な成果を列挙すると   
（1）電位による閉じ込めの進展   
・ 中央部の粒子とエネルギーの閉じ込め時間がイオンと電子の双方について直接  
に且つ同時に測定され、全てが電位閉じ込めの古典的プロセスで説明できるこ  
とが確認された。  
t 閉じ込め電位がマイクロ波加熱によってのみでも生成される事が実証された。   




れ得ることを示唆する。   
・電位の形成によりプラズマの密度揺動が減少し、閉じ込めが改善されることが  
実証された。この機構はトカマクの周辺プラズマでの電位の影響と共通の物理  
である可能性が強い。   
・プラズマの非等方性に起因してイオン・アルフェン・モードの励起及び励起に  
よる非等方性の緩和が観測されたが、閉じ込めに影響に与えていないことが確  
認された。   
（2）高ベータ化への進展   
・ 中央ミラー部に閉じ込め可能なべ一夕の限界がアンカー部（極小磁場部）ベ  
ータに比例することが実験的に確認された。   
・アンカー部ベータ20％がマイクロ波加熱により達成された。   
（3）定常維持の基礎研究の進展   
・定常維持の為の基礎研究がスタートし、放電時間0．1秒、電位形成時間0．05秒が  
達成された。  
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［2］Ⅹ線計測に基づく、タンデムミラー各部の電子速度分布関数と電  
子閉じ込め電位の相関の研究   
タンデムミラー型プラズマ閉じ込め装置GAMMAlOの各領域に於て、総合的にそれ  
ぞれの電子速度分布関数を、Ⅹ線計測により求めた。そしてその相関を調べ、以下に  
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［3］新型端損失イオン計測器の制作とイオン閉じ込め電位の比例別の  
研究   
端損失イオンを計測し、その温度及びプラグ部電位の情報を得る事は、電位によ  
るイオン閉じ込めを、その本質的プラズマ閉じ込め機構としているタンデムミラー  
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［41端損失イオン速度分布関数測定とど－ムブロープによるプラズマ電位形成及び   








































形威される可能性を検討した。図（2）   
（3）ミラースロート部の電位渕堰   
プラグ／バリアー内側ミラースロート部の碍場強ノ酎ま約3UkGattssに達ナる強磁場部で  







オン源及びl、ランスポート系を殺博しビーム特性忙ついて調べた。   
END－LOSS LONS  
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メータへの効果を調べた。   
図1はガンマ10のプラグ・バリア部  
と中性粒子入射ビームラインの模式図を  









（スロッシンクNB！＆ボンピンクNBり  プラズマ中の中性粒子と再び荷電交換反応を起こして、  
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中性粒子ビーム入射の有無で比較して E  





入射は、プラズマバラメータの向上に  ’ 
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は、1k e Vから30k e Vまでである。イオンは、  
チャンネルトロン空電子増倍菅にて、パルス信号に  
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波）、Ⅹモード（異常波〉 両者の観測が可能である。   
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は2階の固有億万程式をシューティング法で数値計算して求めた。   
この不安定性を特徴付ける重要なバラメータは、  
dlnTL  dlnTiL  
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［12］半導体検出器のⅩ線に対する新感度理論の提唱とその実験によ  


















けて示した。（図1）   
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一114－   
［13］マイクロチャンネルプレート、および金のフォトカソードのⅩ  
線エネルギー感度特性の基礎研究   
マイクロチャンネルプレート（MCP）、および金のフォトカソード等のⅩ線検出  
感度特性に関する基礎研究を行っている。これはプラズマの正確な電子温度計側に  
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＜論文＞  











3 StudyofPoten血1FormationinanP匹nMagneticFieldCon丘guration，  
K．Kurihara，Y・Kiwamoto，T．Saito，K．YatsuandS．Miyoshi，  
J．Phys．Soc．Japan61，No．9（1992）p．3153－3165．  
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－118【   
PhotonFactoryAc血ityReport1991，（NationalLaboratoryforHighEnergy  
Physics）9，（1992，April）p．280（No．89－205）．  
＜学位論文＞   
修士論文  
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4 PotemialControlandFluctuationStudiesin山eGAMMAlOTandemMirror，  
A．Mase，M．Inutake，K．lshii，A．Itakura，T．Tamano，  
Proc．ofIAEA－TCMonTokamAkPlasmaBiasing，（Montreal，1992）．p．188・  
















9 端損失電位計測とガンマ10エンド部電位のスケー リング  
日本物理学会1992年秋の分科会（1992年9月、東京大学教養学部） 27aBl  
斉藤輝雄、際本泰士、栗原一影、立松芳典、吉村春夫、犬竹正明、  
長 照二、玉野輝男、谷津 潔  
10 開放端磁場におけるECRHを用いたサーマルダイクの検討  
同上 27aB2  
際本泰士、斉藤輝雄、立松芳典、片沼伊佐夫、玉野輝男  
11ガンマ10エンド都電位分布への捕捉電子の寄与  
同上 27aB3  
立松芳典、際本泰士、斉藤輝雄、玉野輝男  
12 ガンマ10セントラル部におけるAIC不安定性の揺動解析  
同上 27aB4  
勝又竜太、石原 篤、佐々木功、中島博生、市村 真、犬竹正明、  
間瀬 淳、石井亀男、中嶋洋輔、北僚仁士、玉野輝男  
13 MagnedcShearE晩ctonKelvin－HelmholtzModesinTokamaks  
同上 28aB9  
H．Hqjo，Y．Kishimoto，J．W．VanDam  
14 ガンマ10のⅩ線計測Ⅰ【シリコン表面障壁型検出器のⅩ線感度特性の新理論］  
ー120－   
プラズマ・核融合学会第9回秋季講演会予稿集（1992年10月、東北大学  
工学部）p．81  
長 照二、寺地徳之、平田真史、高橋栄一、松田圭史、竹内恵子、  
バ、波蔵純子、山口直洋、谷津 潔、玉野輝男、三好昭一  
15 ガンマ10のⅩ線計測ⅠⅠ【シリコン表面障壁型（SSB）検出器のⅩ線検出特性実験】  
同上 p．82  
平田真史、長 照二、高橋栄一、寺地徳之、山口直洋、松田圭史、  
竹内恵子、小波蔵純子、谷津 潔、玉野輝男、三好昭一  
16 ガンマ10のⅩ線計測Ⅰ叫プラズマ電子温度計測用光電子分光器の開発］  
同上 p．83  
高橋栄一、長 照二、平田其史、松田圭史、寺地徳之、竹内恵子、  
山口直洋、谷津 潔、玉野輝男、三好昭一  
17 ガンマ10のⅩ線計測Ⅳ【セントラル部の電子温度分布計測】  
同上 p．84  
松田圭史、高橋栄一、長 照二、平田真史、寺地徳之、竹内恵子、  
小波蔵純子、谷津 潔、玉野輝男、三好昭一  
18 ガンマ10におけるプラグ部ECHパワーとエネルギー閉じ込め時間の相関  
同上 p．g5  
桑原 建、長 照二、坂本宜照、平田其史、谷津 潔、玉野輝男、  
三好昭一  
19 ガンマ10における空間時間分解軟Ⅹ線分光  
同上 p．86  
加藤潤悟、山口直洋、青田達也、佐藤祐希子、間瀬 淳、玉野輝男  
20 ガンマ10におけるエンドプレートバイアス実験  
同上 p．131  
間瀬 淳、犬竹正明、石井亀男、板倉昭慶、北僚仁士、伊藤康彦、  
徳沢季彦、H．T．Evensen、佐竹秀和、玉野輝男  
21GAMMAlOプラズマにおける電位の密度依存性ⅠⅠ  
同上 p．132  
斎藤美紀、間瀬 淳、板倉昭慶、際本泰士、立松芳典、石井亀男、  
長 照二、谷津 潔、玉野輝男  
22 E【BCAを用いたGAMMAlOプラズマの端損失イオン測定  
同上 p．133  
田中俊明、石井亀男、中田放散、佐野昭宏、土屋 清、片沼伊佐夫、  
間瀬 淳、際本泰士、谷津 潔、玉野輝男  
23磁力線方向の電位形成に関しての計算  
同上 p．134  
一12仁一   
片沼伊佐夫、際本番士、石井亀男、谷津 潔、玉野輝男  
24 ガンマ10アンカー部のイオン加熱制御と巨視的不安定性  
同上 p．135  
犬竹正明、石原 篤、勝又竜太、中島博生、佐々木功、市村 真、  
山口直洋、長山好夫、中嶋洋椰、間瀬 淳、際本泰士、片沼伊佐夫、  
北候仁士、玉野輝男  
25 2方向観測によるGAMMAlOプラズマ中Hα空間分布の画像再構成  
同上 p．136  
青田達也、山口直洋、加藤潤悟、佐藤祐希子、犬竹正明、間瀬 淳、  
玉野輝男  
26 ガンマ10セントラル部における温度非等方性の制御とAICモード制御の可能性  
同上 p．137  
市村 真、勝又竜太、佐々木功、石原 篤、中島博生、犬竹正明、  
中嶋洋輔、間瀬 淳、玉野輝男  
27 ガンマ10セントラル部における荷電交換中性粒子測定Ⅳ【ガスパフ追加実験にお   
けるイオン温度の振舞い1  
同上 p．197  
庄司 主、中嶋洋輔、犬竹正明、谷津 潔、土屋勝彦、岸田行盛、  
佐々木健治、市村 真、山口直洋、間瀬 淳、長 照二、玉野輝男  
28 ガンマ10におけるグローバル粒子バランスの検討  
同上 p．198  
土屋勝彦、中嶋洋輔、圧司 主、岸田行盛、佐々木健治、市村 真、  
山口直洋、長 照二、大竹正明、谷津 潔、玉野輝男、三好昭一  
29Nonl∝alStudyofIonTemperatureGradientModesinanAnisotropicPlasma  
同上 p．199  
北侯仁士  







土屋勝彦、中嶋洋輔、谷津 潔、佐々木健治、庄司 主、岸田行盛、  
山口直洋、玉野輝男  
32 ガンマ10セントラル部における荷電交換中性粒子測定Vt高イオン加熱閉じ込め   
実験におけるイオンのエネルギー損失量の径方向分布の解析】  
－122－   
同上 p．145  
庄司 主、中嶋洋輔、谷津 潔、土屋勝彦、岸田行盛、佐々木健治、  
大竹正明、市村 寅、長 照二、山口直洋、間漁 淳、玉野輝男  
33 ガンマ10セントラル部における中性粒子輸送モンテカルロシミュレーション  
同上 p．146  
中嶋洋輔、庄司 主、土屋勝彦、山口直洋、青田達也、岸田行盛、  
佐々木健治、谷津 潔、玉野輝男  
34 ガンマ10バリア部におけるNBI実験  
同上 p．147  
岸田行盛、谷津 潔、中嶋洋輔、大川和夫、土屋勝彦、庄司 主、  
佐々木健治、北棟仁士、玉野輝男  
35 ガンマ10における空間時間分解不純物分光  
同上 p．148  
加藤潤悟、山口直洋、青田達也、佐藤祐希子、間瀬 淳、玉野輝男  
36 ガンマ10のⅩ線計測Ⅰけ－マルバリアのエネルギー閉じ込め効果】  
同上 p．183  
平田真史、長 照二、高橋栄一、松田圭史、寺地徳之、竹内恵子、  
小波蔵純子、桑原 建、坂本宜照、石井亀男、庄司 主、中嶋洋輔、  
谷津 潔、玉野輝男  
37 ガンマ10のⅩ線計測lI【光電子分光法を用いた新型Ⅹ線計測器の開発と電子閉じ   
込め研究】  
同上 p．184  
高橋栄一、長 照二、平田其史、松田圭史、寺地徳之、竹内恵子、  
小波蔵純子、桑原 建、坂本宜照、山口直洋、庄司 主、中嶋洋輔、  
谷津 潔、玉野輝男  
3S ガンマ10のⅩ線計酢叩け－マルバリア電位とⅩ線トモグラフィ計測データの   
相関】  
同上 p．185  
竹内恵子、長 照二、平田貴史、高橋栄一、松田圭史、寺地徳之、  
小波蔵純子、桑原 建、坂本宜照、谷津 潔、玉野輝男  
39 ガンマ10のⅩ線計測Ⅳ【シリコン表面障壁型検出器のⅩ線感度特性の新理論］  
同上 p．186  
寺地徳之、長 照二、平田真史、高橋栄一、松田圭史、竹内恵子、  
小波蔵純子、山口直洋、谷津 潔、玉野輝男  
40磁場勾配域におけるECRHの応答関数的表示  
同上 p．187  
際本泰士、斉藤輝雄、立松芳典、片沼伊佐夫、吉村春夫、玉野輝男  
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41タンデムミラープラズマの回転測定Ⅰ  
同上 p．18g  
長山好夫、山口直洋、青田達也  
42 ガンマ10の巨視的安定性に対する電位の効果  
同上 p．189  
犬竹正明、中島博生、石原 篤、勝又竜太、市村 其、長山好夫、  
石井色男、間瀬 淳、北催仁士、玉野輝男  
43 ガンマ10におけるプラズマ分圧分布と巨視的安定性限界  
同上 p．222  
勝又竜太、石原 篤、佐々木功、犬竹正明、市村 其、中嶋洋哺、  
山口直洋、際本泰士、片招伊佐夫、北候仁士、玉野輝男  
44 ガンマ10周辺プラズマにおける密度揺動スペクトル解析  
同上 p．223  
石原 篤、勝又竜太、大竹正明、市村 真、板倉昭慶、間瀬 淳、  
北候仁士、玉野輝男  
45 EXBRotationEffectsonGAMMA－10MHDStability  
同上 p．224  
北健仁士、犬竹正明、市村 真、勝又竜太、間瀬 淳、板倉昭慶  
46リフレクトメーターを用いたAIC不安定性の観測  
同上 p．225  
間瀬 浮、市村 真、佐竹秀和、勝又竜太、徳沢季彦、伊藤康彦、  
板倉昭慶、北僚仁士、犬竹正明、玉野輝男  
47リフレクトメーターによるガンマ10密度揺動計測  
同上 p．226  
徳沢季彦、間瀬 淳、E．J．Doyle、伊藤康彦、佐竹秀和、板倉昭慶、  
斎藤美紀、玉野輝男  
48 ガンマ10プラズマECH印加による電位構造の変化  
同上 p．227  
石井亀男、田中俊明、中田敏敬、佐野昭宏、土屋 清、板倉昭慶、  
片沼伊佐夫、際本泰士、市村 真、谷津 潔、玉野輝男  
49 ミラー磁場中の電位形成（ミラースロート近傍）についての計算  
同上 p．228  
片沼伊佐夫、L．J．BruSkin、際本秦士、石井亀男、谷津 潔、玉野輝男  
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